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履修について

• 認定された科目は 2018 年度の履修単位として取り扱います。認定された科目が、同一年度に重複し
て履修する（同名科目を複数履修する）ことが認められていない科目である場合、その同名科目を
2018 年度内に履修することができません。履修登録をしていた場合は、その履修登録を取り消すか、
認定を辞退していただきます。

• 認定された科目の評価は “R（認定）” にて成績証明書に記載されます。R 評価の科目は GPA には算
入されません。

• 本学大学院で修得した単位の認定を申請する場合、原則として他専攻で修得した単位は申請できません。
本学大学院の他専攻で修得した単位の認定を希望する方は、予め窓口にてご相談ください。

	3. 他専攻設置科目の履修について	
　他専攻が設置する修士課程の科目を履修することができます。その場合は、あらかじめ担当教員および指
導教員の承認を必要とします（口頭で承認を受けてください）。科目によって他専攻の学生が履修できない
場合もあります。また、履修方法や修了所要単位としての取り扱いは、課程・専攻により異なりますので、
注意してください。

	4. 単位互換制度（単位互換協定による他大学での履修について）	
　本大学院と単位互換に関する協定を締結した他大学院の授業科目を履修することができます。
　現在、他大学院と個別に協定を締結している専攻は、英文学・地理学・経済学・政治学・社会学・経営学
専攻です。また、包括協定として「首都大学院コンソーシアム」制度を利用することもできます（一部専攻
を除く）。
　なお国際日本学インスティテュート所属生は自身の専攻にあわせて受講可能です。連帯社会インスティ
テュート所属生は、首都大学院コンソーシアムのみ利用可能です。

（１）聴講申請
• 大学院課窓口または、大学院ホームページに用意してある所定の用紙（聴講願または推薦書）を受け

取り必要な手続きを行います。
• 協定校の講義要項・時間割表は、大学院課窓口外で閲覧できます。
• 大学院課窓口での手続きの際には、予め指導教員、専攻主任の署名・捺印をもらっておく必要があり

ます。申込先大学の締切日を確認した後、余裕をもって手続きを行ってください。
• 聴講料は、2 単位科目は 1,000 円、4 単位科目は 2,000 円を標準とし、協定ごとないし受入大学ごと

に定める金額となります。ただし、社会学専攻の国立大学の聴講は、無料です。

（２）単位認定
　協定校において履修した授業科目の単位は、課程修了に必要な単位として認定します。

（３）聴講申込期間
①本学の学生が他大学院で聴講する場合

• 各大学院の手続き期間に従ってください。
• 秋学期科目の聴講を希望する場合も、春学期受付期間中に手続をしてください（関西学院大学履修交

流協定を除く）。
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②他大学院の学生が本学で聴講する場合
種別 受付期間 対象協定

春学期受付 4 月 7 日（土）～ 4 月 21 日（土） 全協定

秋学期受付 9 月 21 日（金）～ 10 月 6 日（土） 経済学専攻、経済学・経営学専攻、
政治学専攻、社会学専攻、経営学専攻

※英文学専攻（英専協）・地理学専攻・首都大学院コンソーシアムの受付は４月のみです。
※通年・春学期・Ⅰ期・Ⅱ期科目は、秋学期受付では受け付けられません。
※同一担当教員の異なる授業日程の科目をまとめて申請することも可能です。

（４）協定および認定できる単位数
　協定および認定できる単位は以下のとおりです。
　各協定の協定校は後掲の「単位互換制度協定校一覧」にて確認してください（「資料」258 ページ）。
①専攻個別の協定
　英文学専攻（10 単位）、地理学専攻（10 単位）、経済学専攻（10 単位）、経済学・経営学専攻（8 単位）、
　政治学専攻（10 単位）、社会学専攻（10 単位）、経営学専攻（2 科目 8 単位）
②包括協定
　首都大学院コンソーシアム（10 単位）
　なお、包括協定に参加している専攻は以下のとおりです。この専攻に在籍する学生のみ利用が可能です。

哲学専攻、日本文学専攻、英文学専攻、史学専攻、地理学専攻、心理学専攻、国際文化専攻、経済学専攻、
法律学専攻、政治学専攻、国際政治学専攻、社会学専攻、経営学専攻（昼間のみ）、公共政策学専攻、
サステイナビリティ学専攻

	5. 授業支援システムの利用	
　授業用資料の印刷やレポート提出等に際して、授業支援システムの利用を前提とする場合があります。
このシステムでは Web 上で授業用資料の閲覧やレポートの提出を可能にしているため、インターネット接
続環境さえあれば「いつでも、どこでも」利用可能です。統合認証 ID とパスワードが必要です。
①授業支援システムの使い方

授業支援システム Web ガイド http://cmsguide.hosei.ac.jp/

授業支援システム URL https://hcms.hosei.ac.jp/

②授業支援システムに関する問い合わせ先（キャンパスサテライト）
市ヶ谷キャンパス 多摩キャンパス

場　　所 富士見坂校舎 2 階 情報カフェテリア 2 総合棟 3 階 総合情報センター準備室

受付時間   4 月～ 11 月　月～金　 9：00 － 12：00、12：30 － 17：00（授業期間中）
12 月～ 1 月　月～金　10：30 － 12：00、12：30 － 17：00（授業期間中）

問合せ先 TEL：03-3264-5384 TEL：042-783-2211

③注意事項
• 授業支援システムと科目の履修登録は別個のものです。履修登録より実際の授業の開始が先行します

が、授業支援システムに登録したからといって履修登録されたわけではありません。履修登録は「情
報システム」から行ってください。

• 上述のとおり履修登録に先行して授業が始まりますので、4 月の授業開始から履修が確定する 4 月下
旬までは履修登録者の情報が授業支援システムに反映されません。その間は、授業支援システムの「自
己登録」機能を使って自分で登録し、授業支援システムから教材をダウンロードしてください。自己
登録の方法は授業支援システム Web ガイドで確認できます。

• 委託研修生、研究生、研究員、科目等履修生も授業支援システムを利用できます。統合認証 ID とパ
スワードの交付を受けてください。
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